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（目的） 
 本実践の目的は、２学期に入り登校日数が徐々に減り出し

た不登校経験のある児童に対して、登校日数の増加及び登校

時間を早くするための指導方法を見つけ出すことであった。

介入までは、登校したことを褒めたり本児が好きなトランプ

や UNO などを教師が一緒にしたりしたが、家でのゲームに

勝るものではなく効果が少なかった。 
（方法） 
 対象児．知的障害特別支援学校に在籍する小学部５年生の

A 児（男）。診断名は広汎性発達障害。療育手帳は B2。コミ

ュニケーションの手段は主に音声表出言語。自分で見通しを

持って行動できないと、冗談や見栄を張った発言をすること

があった。学校を欠席する理由は「しんどい」が一番多かっ

た。登校は母か姉と公共交通機関であるバスを利用していた。 
 手続き．下校前に（遅延）、３つの課題を担任と振り返り、

達成できていれば、家でゲームのできる時間数が書かれた「ゲ

ーム券」（トークン）を受け取ることができる。また、金曜日

には休日分の券も受け取ることができるようにし、券には A
児の好きなキャラクターを印刷した。券は家に持ち帰り、そ

の券に割り当てられた時間だけ本児の好きなゲームをするこ

とができるよう母親の協力を得た。さらに、表.１のような介

入を行い、登校時間が早くなるようにも指導を行っていった。 
（結果） 
 介入期１では、登校には「ゲーム１時間券」の他に、A 児

がすぐに達成出来そうな課題を３つ取り上げ、各 「々10 分券」

がもらえる指導を行った。券には A 児の好きなキャラクター

が印刷されていることで、券を選ぶ・集める楽しみ、家でゲ

ームができる楽しみの２つの好子が働き、スムーズに指導を

進めることができた。６〜14ss の課題従事率が 78％だった

ため、介入期２では、①の課題を介入期１よりも活動開始時

刻を 10 分早めた。さらに、券を「15 分」に変更して A 児の

動機づけを高めた。そして、15〜30ss の課題従事率が 94%だ

ったため、介入期３では、①の課題を介入期２よりも活動開

始時刻を 10 分早め、さらに②のハードルを高くして、券も

「15 分」に変更した。これもまた、家でゲームをする時間が

増えるために A 児が課題に積極的に取り組む結果となった。

介入期１〜３の③は、A 児の積極的な課題従事行動や友達と

のコミュニケーション行動であった。さらに、31〜49ss の課

題従事率が 100%だったため、介入期４では、今まで A 児が

拒んでいた「着替えをする」という新たな課題を入れてこの

指導により登下校時の着替えも行うことができるようになっ

た。どの介入期も、登校した日は全て課題を達成することが

できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   表.１ ベースライン期と介入期の行動と対応 

（考察） 
 A 児は他の教師からの「○○ができたから１ポイント！」

という１種のトークンへの良好な反応性と、課題や活動の良

好な記憶から、トークンの機能を説明したルール支配行動が

有効であると考え、課題の直後ではなく下校前に与えるとい

う遅延トークンシステムを導入した。また、登校したらゲー

ムをさせる（A 児にとって最大の好子を与える）指導をしな

かったのは、学校では賛同を得にくい可能性が高かったため

である。親の協力により、家でゲーム券の時間分だけゲーム

をさせる指導が行えたことで、A 児の登校行動等に劇的な変

容が見られ、この遅延トークンシステムの有効性が愛眼され

た。この指導は「ゲーム従事時間の厳守」や「家族とのコミュ

ニケーションの増加」といった効果をももたらした。 
 登校日数の増加とともに、介入する毎に活動開始時刻を早

めたことで登校時刻も早くなった。行事のため早く登校した

ときに、教師や保護者全員で褒めたことやバス内が空いてい

たこと、クラスで１番に登校できたことも A 児の登校行動の

好子となり 25ss 以降は毎日遅刻なしで登校するようになっ

た。この実践は第一執筆者と他の担任２人で行ったが、他学

年の教師を驚かせるものとなった。今後の課題はトークンな

しでも毎日遅刻なしで登校できるようになることである。 
(IWAHASHI Haruna, FUJIMOTO Shintaro, FUJITA Tsugumichi)

ベースライン期 
(1~5ss) 通常の行動に通常の対応（言語賞賛） 

介入期１ 
(6~14ss) 

 
 

☆登校        「１時間」 
①ランニングをする  「１０分」 
②勉強を頑張る    「１０分」 
③褒められる行動をする「１０分」 

介入期２ 
(15~30ss) 

 
 

☆登校        「１時間」 
①朝の集いに参加する 「１５分」 
②勉強を頑張る    「１０分」 
③褒められる行動をする「１０分」 

介入期３ 
(31~49ss) 

 
 
 

☆登校        「１時間」 
①みんなで遊ぼうをする「１５分」 
②勉強を頑張る    「１５分」 
 （最初から最後まで） 
③褒められる行動をする「１０分」 

介入期４ 
(50~58ss) 

 
 

☆登校        「１時間」 
①着替えをする    「１５分」 
②みんなで遊ぼうをする「１５分」 
③勉強を頑張る    「１０分」 

図.１ 登校日数と遅刻なしの登校日数の割合の推移 
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